
物流における矢崎のカーボンニュートラルへの取り組み
物流におけるカーボンフットプリントの流れ

デジタコ活用によるドライバーの低燃費走行支援
（トラックからのCO2排出削減）

貨物積載率/重量可視化で積載率と配送効率の向上
（３Dセンサ、LIセンサで積載された荷物を検出）

※LI:Load Indicator



デジタコ活用によるCO2削減がJ－クレジット対象に認定
◆クレジット取得プロセス

デジタコ装着による事故削減や燃費向上に加え、CO2削減に貢献しクレジットが取得可能

特徴：車両単位で登録が可能

※クレジット化した削減量（１ﾘｯﾄﾙ当り約2.6kgのCO2に換算）は販売する事が可能

プロジェクト１年前

プロジェクト実施後

ベースライン
アナログタコグラフ

デジタコ有

同一条件

・運行区域
・配送貨物
・仕様車両

条件
・1年前輸送ﾄﾝｷﾛ
・1年前平均燃費
・PJ後輸送ﾄﾝｷﾛ
・PJ後平均燃費

指導計画書

ベースライン燃費

プロジェクト燃費

１）走行距離
２）給油量
３）輸送重量

削減量 クレジット化

方法論

デジタコ無

デジタルタコグラフ

１）走行距離
２）給油量
３）輸送重量



３Dセンサ、LIセンサで積載された荷物の積載率、重量を可視化

貨物自動車の重量と積載率を連続的に計測する仕組みで過積載なく配送の効率化に貢献

運行中のトラック内3Dセンサ設置例 LIによる計量操作の流れ
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